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報道関係各位                                                  ニュースリリース 
2014 年 6 月 5 日 

株式会社インテージ 

『消費税増税 影響分析プロジェクト』2014 総括レポート 

～2014 年消費税増税の主役は 60 代～ 

増税前のまとめ買いは 1997 年の増税時より拡大。その中心は 60 代 

増税後の生活必需品への影響は限定的。購買回復をけん引しているのも 60 代 

 

株式会社インテージ（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：石塚 純晃）は、『消費税増税 影響分析プロジ

ェクト』※12014 総括レポートを発表いたします。 

本レポートは、当社が保有する市場と消費者をとらえる調査データをもとに、今年 4 月の消費税増税前後の影響

について食品、日用雑貨品などの生活必需品※2 の分野を対象に、「増税前」と「増税後」の実態を消費者購買の視

点と小売店動向の視点にフォーカスし分析を行い、さらに 1997 年の増税時と比較して結果をまとめました。 

※本レポートの全文、全図表は当社 Web サイト（http://www.intage.co.jp/library/20140605/）よりご覧いただけ

ます。 

 

分析者： 消費税増税影響分析プロジェクトリーダー 中村 勇揮 

 

◆総括とまとめ 

 

＜増税前の実態： 97 年よりまとめ買いは拡大。まとめ買いの中心は 60 代 ＞ 

増税前の消費者の購買動向について SCI-personal（消費者購買パネル）のデータをもとに分析した結果、増

税最終週である 3 月 24 日週では購買金額の前年比が 37.4%、数量前年比が 17.6%まで増加した。また、購買

金額前年比を 97 年と比較しても伸びており、当時と比べてもまとめ買いが拡大したことがわかった［図 1］。拡大

の要因としては、次の 3 点があげられる。1 つ目は、まとめ買いをした消費者が 97 年より増えたことである［図

2-1］。特に97年にまとめ買いを経験した40代主婦層が60代となり、今回はまとめ買いの主役となった［図2-2］。

2 つ目は、まとめ買いをした人が 97 年よりも数多くまとめ買いを行ったことである［図 2-3］。3 つ目は、小売りの

キャンペーンによって衝動的まとめ買いが起きたことである。店頭やチラシによる消費税増税前セールを理由に

まとめ買いをした人が、45 品目中 31 の品目で 20%を超えた［図 2-4］。以上のことから、小売店の増税前キャン

ペーンによって「特売訴求層」が強く反応し、60代を中心にまとめ買いする人も購買数量も増えたため 97 年に比

べまとめ買いが拡大したと考えられる。 

 

＜増税後の実態： 生活必需品への影響は限定的。購買回復をけん引しているのは 60 代＞ 

増税後 4 月の収入見通しをみると収入増の消費者は 12.0%しかおらず、特に 60 代では 1.7%しかいなかっ

た［図 4-1］。よって今回の増税により消費者は実質負担増となっている。しかし、4 月時点の消費者の支出意欲

を「支出を引き締めている」と「支出を引き締めていない」の回答者比率差からみてみると、「引き締めていない」

に 1.8 ポイントのポジティブとなっている。特に 20 代、60 代の支出意欲が高い。また、消費者の「増税による個

人消費への影響見通し」も 4 月には改善されており［図 4-2］、増税を経験したが「思っていたほど影響は感じな

かった」ため、見通しの改善につながったと考えられる。 
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店頭やチラシで大々的に

まとめ買いセールを実施
(3/24週は「税」、「まとめ」といった文言が

チラシの89%に入る)

- 60代がまとめ買いに強く反応

- まとめ買い購買者は特売訴求層

- 97年より・・・
● まとめ買い購買者は拡大
（97年:24.9% → 14年：29.7%）

● 主⾷・調味料・⽇⽤雑貨を中⼼に

まとめ買い品目が拡大
●１つの品目でたくさんまとめ買い

- 価格表示は「併記」が7割

- 価格訴求キャンペーンもするが、

シーズナルも拡大
（価格以外の来店アプローチ)

- 主⼒品目で値上げ、集客品目で

値下げし来店促す

増税後の購買回復は・・・
- まとめ買い購買者がけん引。

特に６0代。増税後も家計支出意欲も高い

- 60代は購買頻度が高く、「購買の日常化」。
来店し、店頭販促で購買の可能性あり

- 生活必需品の引き締めは限定的。しかし、品目間
でしわ寄せあり

増税前 増税後消費増税

衝動的まとめ買い

促進

増税後の

購買促進

60代

特売訴求層

消
費
者
の
購
買

小
売
店
の
動
き

実際、増税後の消費者の生活必需品における購買動向をみると、増税直後はまとめ買いの反動により購買

が大きく落ち込んだが、5 月 5 日週時点で購買数量が前年比 6%減まで改善した。特にこの回復をけん引してい

るのは「まとめ買い購買者」であり［図 8-1］、さらに年代別にみると 60 代が需要の回復をけん引していることが

わかった［図 8-2］。まとめ買いを行った 60 代は、購買頻度が高いことから購買が「日常化」していると考えられ、

小売店に来店した際、店頭セールなどにより購買が促進された可能性がある。そして、こうした 60 代の購買意

欲によって増税後の需要回復がけん引されていると考えられる。 

 

＜次回の増税に向けて＞ 

増税前後の購買実態を俯瞰してみると、60 代がまとめ買いも増税後の需要回復もけん引している実態がみ

えてきた。まとめ買いの反動はいまだ回復途中であるが、60 代に対する販促アプローチにより、さらに需要の回

復が見込めるかもしれない。一方で、2015 年 10 月に予定している 10%への引き上げを見据えると、小売店で

は 60 代のまとめ買いを取り込むための効果的な店頭販促が求められる。そのためにも企業は今のうちから増

税前後における 60 代の購買特性や購買意識をより深く分析し、次回の対策に生かす必要がある。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※1

「消費税増税 影響分析プロジェクト」とは 

株式会社インテージが保有するリサーチデータやリサーチ基盤を活用し、2014 年 4 月から始まった消費税増税の影

響を分析するプロジェクトです。今回の増税前後の影響について食品、日用雑貨品の分野を対象に、『市場』『消費

者』『店頭』の 3 つの視点で分析し、その知見を活かして企業の消費税対策に向けたマーケティング活動を支援しま

す。 

 
※2 生活必需品とは 

今回の調査レポートにおいては、食品（生鮮食品除く）、清涼飲料、アルコール飲料、日用雑貨品、化粧品、ペットフー

ド、ペット用品と定義しています。 
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調査結果 
 
■増税前の実態を知る 
 

1. 1997 年と 2014 年の増税前後の市場動向比較 

14 年の増税前後における生活必需品全体の購買金額の推移は、増税最終週（3/24 週）に金額前年比

37.4%、数量前年比 17.6%まで拡大した。 

そこで、97 年と 14 年の増税時の市場の動きを比較した。（97 年 3 月と 14 年 3 月は日付・曜日が同じ） 

 

� 14 年は 97 年より増税前の市場が早期に拡大し、増税後の反動も大きい［図 1］ 

� 食品・飲料は 97 年より 3 週間早く、食品は 3/3 週、飲料は 2/24 週から増税前のまとめ買いが始まった 

� 日用雑貨品は 2/17 週から購買が拡大し 3/24 週には購買金額前年比 86.1%まで伸び、97 年（同週

37.4%）よりまとめ買いされていた 

 

［図 1］生活必需品全体における主婦の購買金額前年比 

データソース：1997 年 SCI、2014 年 SCI-personal、対象：20-60 代主婦・2 人以上世帯 
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2. 消費者の購買からみる 1997 年と 2014 年のまとめ買い実態の比較 

97 年よりまとめ買いが増えた要因を分析した。 

※増税年 3 月の 1 回当たり購買数量が前年の 1 回当たり購買数量の 1.8 倍以上であれば「まとめ買い購買者」 

と定義 

 

� 14 年は 97 年よりも「まとめ買い購買者」の比率は 4.8 ポイント拡大［図 2-1］ 

� 97 年と比較して主婦層では 60 代の割合が拡大［図 2-2］ 

� 14 年のまとめ買い購買者の構成を性年代別にみると 60 代女性が人数・購買数量ともに最も高い 

� まとめ買い購買者の購買金額・数量は 97 年に比べ共に拡大している［図 2-3］ 

� 14 年のまとめ買い購買者は、97 年のまとめ買い購買者より食品・日用雑貨品を中心にまとめ買いする

品目を増やし、1 つの品目につき数量もより多くまとめ買いしている 

� 14 年のまとめ買いが促進された理由は、店頭やチラシによる「まとめ買いセール」が消費者のまとめ買

いを促進。45 品目中 31 品目で「衝撃的まとめ買い」が 2割を超える［図 2-4］ 

 

［図 2-1］増税前 3 月における生活必需品購買者の内訳 

データソース：1997 年 SCI、2014 年 SCI-personal、対象： 20‐60 代主婦・2 人以上世帯 
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1997年3月購買者内訳

2014年3月購買者内訳

通常購買者 まとめ買い購買者 その他

 

 

 

［図 2-2］生活必需品まとめ買い購買者の年代構成 

データソース：1997 年 SCI、2014 年 SCI-personal、対象： 20‐60 代主婦・2 人以上世帯 
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［図 2-3］生活必需品全体におけるまとめ買い購買者の購買金額・数量前年比 

データソース：1997 年 SCI、2014 年 SCI-personal、対象： 20‐60 代主婦・2 人以上世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［図 2-4］品目別のまとめ買い理由  データソース：インターネット調査（調査期間：2014 年 3 月 29 日～30 日） 
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メイクアップ化粧品 (n=26)   

ベースメイク化粧品 (n=47)   

バター (n=24)   

つゆ・たれ (n=32)   

冷凍食品 (n=25)   

洗顔料・スキンケア (n=80)   

チューハイ (n=20)   

ペットフード (n=39)   

小麦粉 (n=25)   

入浴剤 (n=31)   

日本茶・紅茶（茶葉） (n=35)★

ソース・ドレッシング (n=27)★

風味調味料（だしの素） (n=24)   

インスタントコーヒー (n=56)★

醤油 (n=66)★

トイレ用クリーナー (n=36)★

サラダ油 (n=55)★

スパゲッティー・うどん・そば (n=65)★

生理用品 (n=48)★

ビール／発泡酒／第３のビール (n=88)★

歯ブラシ・歯磨き粉 (n=89)★

塩・砂糖 (n=42)★

トイレットペーパー・ティッシュペーパー (n=179)★

みりん・お酢 (n=38)★

缶詰、瓶詰 (n=48)★

台所用洗剤 (n=62)★

石鹸・ボディーソープ (n=81)★

シャンプー・コンディショナー (n=125)★

カレールー (n=41)★

洗濯用洗剤 (n=144)★

芳香・消臭剤 (n=22)★

味噌 (n=35)★

インスタント麺 (n=62)★
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柔軟剤 (n=84)★

米 (n=103)★

日本茶・ウーロン茶・紅茶（缶・ＰＥＴボトル） (n=25)★

炭酸飲料 (n=30)★

乾物 (n=22)★

以前からまとめ買いを考えていた 「消費税増税前」に関連したセールを店頭で見たから

「消費税増税前」に関連したセールをチラシで見たから その他

計画的まとめ買い 衝動的まとめ買い

n ：まとめ買い購買者数

20以上の品目のみ記載

★：衝動的まとめ買い

購買者20％以上の品目
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3. 増税前における小売店のキャンペーン実態 

小売店ではどのようなキャンペーンが行われていたのか、京浜・近畿スーパー13 チェーンのチラシタイトルか

ら増税前のキャンペーン実態を分析した。 

� 3/24 週のチラシタイトルの 89%に「税」「まとめ」「計画的」「必需品」といった文言が入った［図 3-1］ 

� 増税前（3/17 週）のチラシタイトルには、「計画的に」「今のうち」といった事前購入を促進するタイトル 

� 増税直前（3/24 週）のチラシタイトルには、「あと●日」「ラストチャンス」といった言葉が目立つ［図 3-2］ 

 

［図 3-1］チラシタイトルに見られた増税関連ワードの割合 

 データソース：インテージチラシインデックス、対象：京浜・近畿スーパー13 チェーンのチラシタイトル 

19
27

6
68

4

3/17週

(ｎ=33枚)

3/24週

(ｎ=37枚)

「税」 「まとめ」「計画的」「必需品」 関連ワードなし

89%

 

 

 

［図 3-2］増税直前のチラシタイトル 

データソース：インテージチラシインデックス、対象：京浜・近畿スーパー13 チェーンのチラシタイトル 

期 間：2014 年 3 月 31 日週 

チェーン チラシタイトル

マルエツ 消費税　増税直前！！まとめ買い！！ラストチャンス　お急ぎください！！

Ｍａｘ－Ｖ⻄⽇本／ザ・ビッグ いよいよあと４日！増税前の最後の特別お客さま感謝デー

⻄友 消費税５％はあと５日！締切間近！！　ＳＥＩＹＵでのお買い物なら「今、ほしい」アレもコレも　もれなく安い！

いなげや 増税前のストックチェック　お買い忘れはございませんか？

東急ストア 増税前　特別企画！！　食品土日月スペシャル

マルエツ 消費税　増税直前！！　お酒　飲料　まとめ買い　買うなら今（いま）！！　マルエツ　春のホンキ祭

サミットストア まとめ買いに！⼤容量特集

イトーヨーカドー 家族の肌着もまとめ買い！
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ベアにより、

収入が増えた

4.6%

一時金や手当増額で

収入が増えた

2.6%
定期昇給で収入が

増えた

4.8%

４月以降も収入は

変わらない

46.4%

基本給が下がり、

収入が減った

8.1%

一時金や手当額が

減額し、収入が減った

4.5%

わからない

29.0%

12.0％

12.6％

■増税後の実態を知る 

 

4. 増税後の消費者の家計への影響 

� 4 月以降、収入が増加した消費者は 12.0%、減少した消費者は 12.6%。実質的には増税により支出 

負担増［図 4-1］ 

� 増税による支出のしわ寄せがいく家計項目は、レジャー費・旅行費・交際費が対象 

� 増税後、家計全体の支出意欲は依然ポジティブ。また、消費者のマインドは改善。増税を経験した消費

者の中には“思っていたほど影響は感じなかった”可能性もある［図 4-2］ 

 

［図 4-1］4 月以降（増税以降）の収入  

データソース：インターネット調査（調査期間：2014 年 4 月 18 日～20 日） 

Q．4 月以降の家計収入にどのような変化がありましたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［図 4-2］消費者の考える「増税による個人消費の影響」 

データソース：インターネット調査（調査期間：2 月 21 日～23 日、3 月 29 日～30 日、4 月 18 日～20 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

49.4

47.9

41.6

42.1

44.4

42.5

7.4

6.6

14.0

1.1

1.1

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2014年2月

（増税前）

2014年3月

（増税前）

2014年4月

（増税後）

中⻑期（半年以上）にかけて個⼈消費が落ち込む ⼀時的に落ち込むが、数ヶ⽉後には元の⽔準に戻る

個人消費に対する影響は少ない 個⼈消費に対して良い影響がある（活性化する）
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米

スパゲッティー・うどん・そば

インスタント麺

塩・砂糖

醤油

味噌

⼩⻨粉 サラダ油

みりん・お酢 つゆ・たれ

ソース・ドレッシング

バター

カレールー

風味調味料

乾物

缶詰、瓶詰
冷凍⾷品

チョコレート
アイスクリーム

キャンディ

煎餅・あられ

インスタントコーヒー

⽇本茶・紅茶（茶葉）

⽇本茶・ウーロン茶・紅茶（缶・Ｐ

ＥＴボトル）

炭酸飲料

ミネラルウォーター

ビール／発泡酒／第３のビール

チューハイ

洗濯用洗剤

柔軟剤

シャンプー・コンディショナー

石鹸・ボディーソープ

入浴剤

⻭ブラシ・⻭磨き粉

剃刀・髭剃り

台所用洗剤

トイレ用クリーナー

トイレットペーパー・ティッシュペーパー

芳香・消臭剤

子供用紙おむつ
⽣理⽤品

ペットフード

洗顔料・スキンケア
ベースメイク

化粧品

メイクアップ化粧品

20%

40%

60%

80%

20% 30% 40% 50%

安さ重視
付加価値

重視

愛着商品

⾒⽐べ商品

付加価値重視

購買者⽐率

愛着重視

購買者⽐率
増税後の価格増でも

影響が小さい品目

増税後PBや特売に

流れやすい商品
買い物籠は同じ

支出のしわ寄せが向かう可能性

5. 増税後の生活必需品の購買基準の変化 

増税後の生活必需品の購買基準を調査し、品目ごとに増税後の商品選択基準を「安さ⇔付加価値」と   

「愛着⇔見比べ」の 2軸でプロットした。 

 

� 生活必需品間でも増税後、「愛着・付加価値」グループの負担増分が「安さ・見比べ」グループへしわ寄

せされる可能性がある［図 5］ 

 

［図 5］生活必需品における品目ごとの購買基準プロット図 

データソース：インターネット調査（調査期間：2014 年 4 月 18 日～20 日） 
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6. 増税後の店頭価格とチラシによるキャンペーンの実態 

� 増税直後は、安値宣言と PB を前面に打ち出した価格訴求型チラシタイトルが出現。それ以外の多くは

通年通りの「○○市」や「メーカータイアップ」が目立つ［図 6-1］ 

� シーズナリティを売りにしたチラシが昨年より増加。価格訴求もするが、「4 月のイベント」もターゲットにし

たタイトルも多い［図 6-2］ 

 

［図 6-1］増税後の価格訴求型チラシタイトル（一部抜粋） 

      データソース：インテージチラシインデックス、対象：京浜・近畿スーパー13 チェーンのチラシタイトル 

               期 間：2014 年 4 月 7 日週 

安値宣言系 

チェーン タイトル

イトーヨーカドー 価格据え置き宣言。そして、より質を重視した商品政策を追求します！

⻄友 ４月からカカク引下げ！　増税後の値下げカカクが続く　　２０１４年６⽉末までを予定

平和堂 応援特価　安心の品質と価格を毎日この価格でご提供いたします。

ライフ 値下げ宣言　５月末までこの価格！

関⻄スーパーマーケット ４月の　めちゃ安　特価！！

Ｍａｘ－Ｖ⻄⽇本／ザ・ビッグ

火曜市　継続宣言　火曜市限定のお買い得商品が満載！

　＋　均一価格でお買い得な　いつもの食材！　火曜市の均一セールは変わらず、お値打ち価格です。

イトーヨーカドー さらなる徹底値下げ  

  PB 訴求系 

 

チェーン名称 タイトル

ダイエー／グルメシティ／トポス トップバリュが生まれ変わります！これからも毎日応援価格！毎日のくらしに、さらなる安心を届けます。

Ｍａｘ－Ｖ⻄⽇本／ザ・ビッグ これからもイオンは⽣活応援。　トップバリュも４０周年。　お客さまへの感謝を商品に込めて。　トップバリュ本体価格値下げ！  

 

［図 6-2］増税直後のシーズナル型チラシタイトル 

      データソース：インテージチラシインデックス、対象：京浜・近畿スーパー13 チェーンのチラシタイトル 

              期 間：2014 年 4 月 7 日週 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チェーン チラシタイトル

万代 春の⾏楽特集

関⻄スーパーマーケット お花⾒準備に！

ダイエー／グルメシティ／トポス 学校がはじまるよ！お買い忘れはございませんか！

ライフ 春のお花⾒・⾏楽

ライフ ４月４日（⾦）は　あんぱん・どら焼きの日

平和堂 もうすぐ新学期　お買い忘れはございませんか？
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72

69

73

77

28

31

27

23

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生活必需品計（n=248）

食品（n=139）

飲料（n=22）

日用雑貨（n=87）

増税後値上がりした

品目比率(%)

増税後値下がりした

品目比率(%)

70

74

64

64

30

26

36

36

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生活必需品計(n=250)

食品(n=141)

飲料(n=22)

日用雑貨(n=87)

増税後値上がりした

品目比率(%)

増税後値下がりした

品目比率(%)

7. 増税後、小売店の販売価格はどう変動したのか、主要カテゴリーの販売価格を分析 

� 増税後約 7割の品目で単価（税抜）が上昇。スーパーマーケットでは主力の食品、ドラッグストアでは主

力の雑貨で値上げ品目比率が高い［図 7-1］ 

 

［図 7-1］増税後の値上がり品目と値下がり品目の構成比（税抜容量単価） 

    データソース：SRI 対象チャネル：スーパーマーケット、ドラッグストア 

カテゴリー：食品・飲料・日用雑貨品、ペットフード、ペット用品 

期 間：増税前 2/17 週~3/24 週、増税後 3/31 週～5/5 週 

 

【スーパーマーケット】                【ドラッグストア】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8. 増税後の購買行動 

� 増税後、5 月 5 日週時点で購買金額前年比 7.4%減、購買数量前年比 6.0%減まで回復 

� まとめ買い購買者と通常購買者で増税後の購買行動をみると、まとめ買い購買者は通常購買者より増

税後の反動は大きいが、購買の回復も早い［図 8-1］ 

� 増税後、まとめ買い購買者の回復が早いのは 60 代。購買回復が他の年代よりも早い（5 月 5 日週時点

で購買数量前年比が 3%減まで回復）。また、増税後 5 週間の購買数量の 3割は 60 代が占める 

［図 8-2］ 

� 60 代は「購買の日常化」。買うものがなくても小売店に来店し、結果として店頭セールなどにより「買って

しまっている」可能性がある 
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［図 8-1］生活必需品の 100 人当たり購買数量前年比トレンド 

  データソース：SCI-personal 対象者：全国 15-69 才の 5 万人  

カテゴリー：食品・飲料・日用雑貨品・化粧品、ペットフード、ペット用品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［図 8-2］増税後のまとめ買い購買者の年代別購買実態 

  データソース：SCI-personal 対象者：全国 15-69 才の 5 万人  

カテゴリー：食品・飲料・日用雑貨品・化粧品、ペットフード、ペット用品 
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【本レポートに使用した当社調査データ】 
 

◇SCI‐personal（全国個人消費者パネル調査） 

全国男女 50,000 人のパネルモニターによる消費者市場動向のトラッキングサービスです。食品（生鮮・惣菜・弁当な

どを除く）・飲料・日用雑貨品・医薬品の消費者購買パネル調査です。消費者購買パネルモニターが購入した商品の

バーコードを携帯端末でスキャンし、インターネット調査画面から、その商品を購入したルートや個数・金額などを入力

することで、日本全国の男女 50,000 人の消費者購買行動が分析できます。 

 

◇SCI（全国消費世帯パネル調査） 

全国の 2 人以上の一般世帯 12,008 世帯のパネルモニターによる消費市場動向のトラッキングサービスです。 

※2012 年にデータ収集は終了 

 

◇SRI（全国小売店パネル調査） 

全国 3,994 店舗の小売店パネルによるマーケットトラッキングサービスです。GMS、スーパー、コンビニ、薬局・薬店、

ホームセンターなど主要小売業態を調査対象に販売動向を POS データで収集し、「どの商品が、いつ、どこで、いくつ、

いくらで、どのような店舗で販売されたか」といった情報を把握することができます。 

 

◇インテージチラシインデックス 

全国のスーパーマーケット、ホームセンター、ドラッグストアなど約 600 チェーンのチラシから、食品・雑貨などの特売

実態状況を収集・分析したデータです。 

 

◇インターネット調査・調査概要 

調査方法：インターネット調査 
調査地域：全国  
調査対象者：インテージ・ネットモニター“キューモニター” 20～69 才男女 1,000 人 ※ウェイトバック集計値 
調査期間： 増税前 2014 年 2 月 21 日（火）～23 日（木）／2014 年 3 月 29 日（土）～30 日（日） 

増税後 2014 年 4 月 18 日（金）～20 日（日） 

 
【株式会社インテージ】 http://www.intage.co.jp/ 

株式会社インテージ（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：石塚 純晃）は、インテージグループ各社とともに、リ

サーチノウハウ、データ解析力、システム化技術と、これらに基づく情報評価力をコア・コンピタンスとして、経営および

マーケティング上の意思決定に役立つ情報（Intelligence）を提供。生活者とお客様を「情報」でつなぎ、お客様のビジ

ネスの成功に貢献することによって、その先の生活者の暮らしを豊かにすることを目指します。 

 

【この件に関するお問い合わせ先】 

■株式会社インテージ 広報担当  

担当：小関（おぜき）／佐藤（さとう） 

TEL：03-5294-6000 FAX： 03-5294-8318   

サイト「お問い合わせフォーム」 http://www.intage.co.jp/contact/ 

 

※本ニュースリリースは、総務省記者クラブ、内閣府記者クラブに配布しております。 


